
石見海域白濁調査

磯根資源影響調査

竹内四郎・由木雄一・勢村均・石田健次

昭和58年７月の山陰災害による磯根漁業資源への影響について石見西部(浜田～益田）の海域に

おける浅海生物の実態を把握するために調査を行った。

調査方法

調査時期，調査場所先ず全体的な実態を把握するために５９年４月９日～１８日（６日間）に益

田市飯浦沖から浜田市津摩沖の８海域において水深１０ｍ以深の磯根調査を行った（図ｌ）。さらに，

その後の実態を把握するために飯浦，岡見，津摩の３海域を選定し，６～７，８，１１～12月の３

回にわたって調査を行った(図２）。また，調査曰の選定は降雨による濁りの影響のない日を選んだ。

調査方法事前に現地漁業者代表と協議の上調査計画を樹立した。各海域の調査ヵ所は４月調査

ではｌ～７地点とし，６月以降は２地点を選出した。調査はスキューバー潜水により次の項目につ

いて行った。

ｌ）透明度（有視界の距離を測定する）

⑳泥その他の堆積物の有無

３Ｄ有用海藻類の着生状況（海藻類の分布状況を把握するため，坪刈りを行い，種類別の湿重量

を測定する）

⑲アワビ，サザエの着生状況（有用貝類の分布状況を把握するために，目視観察10分ｘ２人

並びに坪刈調査を行う）

５）魚影の有無(調査海域の周辺に分布する魚類の目視観察）

調査結果

１．浜田～益田海域調査

潜水観察調査調査結果を表１に示した。透明度はl～４腕であり，全般的に低めで未だ濁りが

残っていた。土砂等の堆積状況は小浜大浜に若干みられたが，余り多くはない。飯浦，福浦には

流木，古タイヤが残っていた。

ワカメについては調査地点と対照区の多岐地点のものを採取し，それぞれの資料について目視観

察したところ．各地点とも付着生物は殆どみられず，一昼夜乾燥させたものについても付着物はみ
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図２飯浦，岡見津摩海域の調査地点（６～12月）



られなかった。

アワビ，サザエの着生状況は，アワビＯ～４ケ（平均1.9ケ）サザエＯ～７ケ（平均2.1ケ）で

あったが，この数は県内他地区に比べ，ほぼ同程度と思われろ。

魚影については８地点のうち飯浦，小浜を除いてベラ類．アイナメ，ウミタナ弍クサフグ，タ

コ等が認められた。

表l浜田～益田海域の調査結果
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調査

海藻着生状況（坪刈り）調査海藻類の着生型は〆当り平均760～5,5509で県内の他地区に比

べて普通の状況と思われろ。有用藻類のワカメは季節的にみろと最盛期に当る時期であるが，本年

は異常低温の影響をうけているためか，全海域ともやや成長が遅れているような傾向が見られたが，

着生数は余り変わらないようであり，採集した資料については肉眼的にはきれいであり，乾燥させ

てみても特に硅藻類の付着による汚れは見られなかった。

2．飯浦，岡見，津摩の３海域継続調査

調査結果の概要を表２に，各海域のアワビの殻長組成を図３に海藻類の分布状況を表３に示す。

飯浦（Ｓｔ､１）飯浦の透明度は４月の調査時（１～２ｍ）より各月と６４～５〃と良くなっていた。
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また４月に確認された流木等の堆積物は各月とも全くみられなかった。海藻類の分布量も経月的に

多くなっており，１２月には６，８８８９／〆と県内の他海域に比較してかなり高い値を得た。魚類は各

月５～11種が確認されたが，これは平均値である。クロアワピは各月１４～２２個／20分観察され

たが，これは県内の他海域に比べかなり高い値である。また'３”以上の大型の個体も多い。１２月

の調査時に観察された放流椎貝（クロアワピ）は11月に放流されたもので，調査海域全体に分布し

ており蕊死個体はみられなかった。サザエの分布型もクロアワピと同様多く，１２月には３０個/２０
分と多数確認された。

岡見（Ｓｔ２）岡見の透明度は４月〔2~3腕)に比べ７，８月（５脚)はかなり良くなっていた。た

だしｎ月は３腕となっていたが，これは荒天の影響（調査時の波浪３，ウネリ４）と思われる。４

月の調査時と同様堆積物は各月とも全く認められなかった。海藻類の分布量（1198～３２５６９／>"）

は４月の調査時より少なくなっていたが，これはほぼ平均的な分布量と思われろ。魚類は，各月６

～１２種が確認されているが，ここの魚類の分布量は県内の他海域に比較してやや多いものと思われ

表２飯浦，岡見津摩海域の調査結果
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表３飯浦，岡見津摩海域の海藻類の分布（Ｓ５９年６～12月調査）

Ｓ5９．６．４
－

５

Ｓ５９．８．３０ Ｓ59.12.10 Ｓ５９．．７．１８ｓ５９．８．３０ｓ59.11.19s５９．７．１８ｓ５９．８．３０s59．

ロ■田■田
１
－

」

Ｌ
Ｑｎ

肌
轌
翠
時
餌
｜
囮

飯浦

S5９．６．４ Ｓ5９－８．３０ Ｓ59.12.10

４ ５ ４ ５ ４ ５

岡見

S59..7.18 Ｓ5９．８．３０ Ｓ59.ｌＬ１９

２ ３ ２ ３ ２ ３

ルタササ
●

スグワオイシサヤ
オアナミフチア

蛆

朗だ
5960 4232

５

9760

1６

劇 ８

メメズズサククククククククララワハハグモモモモモモモワワチパロ洲罹》判ダダウ

カラヤヤジ

レゾオョッシコンメミ
｜フソミ

ワアヘエアヨイオジヤアフノホマウ
脳〃
冊２

2488

弼
280

4０

2960

翻弼闘蛆
５２ 2200

1６

3Ⅲ

516

152

1１２

1２

100

1２

1232

紺

1600

蛆

閉2０

368

川

製朋８１

8０

1兜0

2200

1840 2４

1912

9２

2108

3076

152

4４

サリＰリリウＳリノソ

グ

ノギカゾスランウイ

ｆＪ

ナツテユゾハイワ
5６

300

５２

鮎

116

８

４

9２ 200

８

316

組

2４

８２１

4４

148

1224

5２

1792

４

5６

６

エビアマモ 760

全 重量②

lli::：
1536

4８

1132

356

3274

164

28妬

264

5968

5960

８

4243

４

3817

5

2960

蛇

760

9660

Ｗ6０

200

2692

１６

2668

８

2908

2520

388

912

892

2０

２２蝿鯛１１
２９１

5鰯６

5326

1176

1176

5088

6４

3800

1224

3692

８

1840

1844

1996

1936

6０

2206

2200

６

3町２

3372

竜
Ⅲ２

蕊海

緑藻類

似１

洲Ⅲ
１

茄伽２７
褐藻類褐藻類

８

紅藻類
の他

そ

川柳８
｜測他一



Ｓｔ、１餓浦 Ｓｔ、２岡見 Ｓｔ・３津摩
６

４

８日 ７月－１ ８日 18日

２

Ｎ＝１０
個０

体４

８０日 ８１１－３ ０日 8月 －３０日

数２

Ｎ＝1３
０

４
２月一 IＯＲ １月-１ ９日 －１０１J

２

Ｎ＝２２

Ｎ＝１２０

０１０２０ ０１０２０

殻及に、）

1０ ２００

図３飯浦，岡見津摩海域のクロアワピの殻長組成
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ろ。クロァワビは各月１０～１３個/20分と４月の調査時より多くなっていた。この値は県内の他海

域と大差ないがトコプシの分布量が多く（各月１６～２１個／20分）この海域ではクロァワピよりト

コプシが卓越しているようである。サザエは各月３～６個／20分と他の海域よりやや少ない値とな

っている。

津摩（Ｓｔｂ３）津摩の透明度は各月３～５腕と４月の調査時(～３ｍ）より良くなっていろ。また，

４月と同様，堆積物は全くみられなかった。海藻類の分布量は各月2101～43909/，〃と他海域と

ほぼ同程度～やや多い値となっていた。魚類は各月７～１０種と県内の他海域と同程度の値であっ

た。クロアワピは，各月８～10個/20分と県内の他海域と比べやや少ない値である。また，７～８

月の調査時に11鶴された放流椎貝（クロアワピ）は１２月には分散し，全くみられなかった。サザエ

は，各月とも確認されなかった。このことから，この海域のサザエの分布量はきわめて少ないもの

と考えられろ。

考 察

４月の全域調査後は，６月から飯浦，岡見，津摩の３海域を選定し継続調査したが，各Ｓｔとも

透明度は３～５〃と全般的にやや低めであるが，４月の調査時から比べるとかなり良くなっている。

また，土砂遺留物等の堆積物は全く観察されず各Ｓｔとも比較的清浄な状況であった。

海藻類は各Ｓｔとも県内の他海域とほぼ同程度～かなり高い分布壁を示しており，分布状況は良

好な状態と言えろ。また，魚類の生息状況は各Ｓｔとも県内の他海域と大差ない状況であった。

アワビ，サザエ等の有用貝類は，各Ｓｔとも全般的に豊富で,特に飯浦海域ではアワビ，サザエと

もにかなり多い分布となっていた。また，岡見海域におけるアワビ，サザエの分布量はいずれも平

均的なものであったがｂトコブシの分布量は他海域に比べかなり多いものであった。一万津摩海域

におけるアワビの分布型は他海域に比べやや少なく，また．サザエの量も少ないという結果になっ

ているが，これまでの調査から，これが，この海域での平均的な状態であると推定する。いずれに

しても，各Ｓｔとも蝿死個数（死殻）は，ほとんど観察されておらず，アワビ，サザエ等の分布状態

は県内他海域と比べて大差ない状況と言えろ。
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